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「水をまとう」肌になる洗顔料を開発 

角層表面に吸着し肌そのものの保水力を高める技術 

ポーラ・オルビスグループの研究・開発・生産を担うポーラ化成工業株式会社（本社：神奈川県横浜市、社長：

釘丸和也）は、「独自に開発した天然由来の新成分 「Mal
マルツー

2Far
フ ァ ー

※１」 を、洗顔後の角層表面に吸着させることで、

肌そのものの保水力を高める新たな製剤化技術」を開発しました。 

これにより洗顔後の乾燥感を防ぐことができ、うるおい実感の高い洗顔料が実現できます。この知見は、今後

のポーラ・オルビスグループの製品に活用される予定です。 

 乾燥が課題となる洗顔料  

洗顔料は、皮脂汚れなどを落とす一方、肌に必要な生体の保湿成分も洗い流してしまうため、洗顔後に乾燥

感を生じることがあります。これまでにもうるおいを保持させるために水を抱える高分子の保湿剤などが配合され

てきましたが、保湿剤が洗い流されてしまい肌に残らず、望むようなうるおい実感が得られないことが課題でした。

そこで、肌そのものが「水をまとった状態」にできる製剤の実現を目指しました。 

 角層に吸着し肌そのものの保水力を高める  

洗顔後に「水をまとう肌」にする

ため、水を多く保持することができ

る性質と、角層に吸着し肌に残りや

すくする性質を合わせ持つ新成分 

「Mal
マルツー

2Far
ファー

」 を開発しました。この成

分の洗い流しに対する耐久性を評

価した結果、水で洗浄した後も 4 分

の 3 以上が残ることを確認しました

（補足資料 1）。  

次に、角層を用いた洗浄実験で

水分を保持する力を評価しました。

既存の高分子保湿剤を配合した従

来品と比較した結果、新成分を配

合した開発品は、洗浄後の角層の

水分保持量が 3.5 倍以上に高まる

ことが確認できました（図 1）。  

以上から、肌そのものの保水力

を高める洗顔料が実現しました。こ

の洗顔料で洗った後は、水をまとっ

た肌になるため、次に使う化粧水

などの肌なじみや浸透効果の向上も期待できます。 

 天然由来の成分による環境負荷の低減  

今回開発した成分は、天然由来であり、肌だけでなく自然環境への配慮の観点からも有用です。今後この新

成分を積極的に活用することで、サステナブルな製品の開発を加速したいと考えています。 

【報道関係者の皆さまからのお問い合わせ先】 (株) ポーラ･オルビスホールディングス  コーポレートコミュニケーション室 

広報担当 Tel 03-3563-5540／Mail webmaster@po-holdings.co.jp 

※１ 12～20 個の炭素鎖と糖からなる成分。同じ成分表示名称で構造が類似のものと比べ、特徴的な機能を発揮する。 

関連リリース： 「『乳化力・保水力・浸透力』 一人三役、環境にもやさしい独自成分を開発」 （2020 年 6 月 30 日） 



 
 

【補足資料 1】 新成分 「Mal
マルツー

2Far
フ ァ ー

」 の、洗い流しに対する耐久性と水分保持量の評価 

洗い流しに対する耐久性 

角層の主要構成成分、ケラチンに対する吸着性を評価しました。その結果、最初の上澄みに

もすすぎ水からも新成分はほとんど検出されず、メタノール溶出液では多量に検出されまし

た（図 2）。このことから、新成分は角層の構成成分に吸着しやすく、水ですすいでも洗い流

されないことが確かめられました。 

水分保持量 

新成分を製剤に配合し水分保持量を評価しました。その結果、既存の高分子保湿剤に比べ、

洗浄後の角層の水分保持量が 3.5 倍以上に高まることが確認できました（図 3： 図 1 の実験結果を

数値化したグラフ）。 

 

 


